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1 議事日程{第 1号)

昭和 60年 3月2日午前 10時開議

日程第 1 会議録署名議員の指名

日程第 2 会期の決定

日程第 3 会議日程の決定

/議案第 1号 昭和 60年度館山市一般会計予算

|議案第 2号 昭和 60年度館山市国民健康保険特別会計予

i 算

I i議案第 3号 昭和 60年度館山市老人保健特別会計予算

l議案第 4号 昭和 60年度館山市と畜場特別会計予算
議案第 5号 昭和 60年度館山市ユースホステル特別会計

予算

議案第 6号 昭和 60年度館山市学童災害共済事業特別会

計予算

議案第 7号 昭和 60年度館山市水道事業特別会計予算

議案第 8号 昭和 60年度館山市国民宿舎特別会計予算

議案第 9号 安房郡市広域市町村園事事組合規約の一部を

改正する規約の制定に関する協謹について

議案第 10号 国民健康保険山武郡南病院組合を千葉県市町

村公平委員会の共同設置団体から除〈乙と及

び千葉県市町村公平委員会共同設置規約の一

部を改正する規約の制定に関する協議につい

て

議案第 11号 非常勤の特別職の職員に係る報酬及び費用弁

償CC関する条例の一部を改正する条例の制定

について

日程第 4~ 議案第 1 2号 館山市市税条例の一部を改正する条例の制定

について

蟻案第 13号 宇の区域及び名称の変更について

議案第 14号 館山市教育兼事職員の給与等lζ関する条例の

一部を改正する条例の制定について
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i議案第 15号 館山市消防団条例の一部を改正する条例の制
1 定について

議案第 16号 館山市洲崎御手洗山治山事業分担金徴収条例

の制定について

議案第 11号 農作物冷害対策経営資金利子補給及び損失補

債の負担lζ関する条例を廃止する条例の制定

について

議案第 18号 館山市水道事業給水条例の一部を改正する条

例の制定について

議案第 19号 昭和 59年度館山市一般会計補正予算(第 5

号)

議集第 20号 昭和 59年度館山市国民健康保険特別会計補

正予算(第 4号)

議案第 21号 昭和 59年度館山市老人保健特別会計補正予

算{第 2号)

議案第 22号 昭和 59年度館山市水道事業特別会計補正予

算(第 1号)

開 会午前 10時o2分
。議長{石井 正君} 本日の出席議員数 25名、乙れより昭和 60年第

1回市議会定例会を開会し、直ちに本日の会穏を開きます。

議長の報告

。議長{石井 正君) 本定例会議案審議のため、地方自治法第 121条

の規定による出席要求tζ対し、お手元lζ配付のとおり出席報告がありまし

たので、御了承願います。

なお、監査委員から 12月乃至 2月実施の監査の結果及び市長から地方

自治法第 180条の規定による専決処分が報告されております。それぞれ

お手元に配付の印刷書はより御了承願います。

議案の配付
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0議長(石井 正君} ただいま市長から議案並びlζ貌明書の送付があり

ました。

議案並びlζ説明書を配付いたさせます。

配付漏れはありませんか。一-te付漏れなしと認めます。

本日の議事はお手元lζ配付の日程表lとより行います。

会議録署名議員の指名

0議長{石井 正君) 日程第 1、会議録署名議員の指名を行います。

1 1番議員飯田義男君、 15番議員渡辺昭夫君、以上両君令指名いたし

ます。

会期の決定

。議長(石井 正君) 日程第 2、会期の決定を行います。

本定例会の会期につき議会運営協語会の意見は本 3月2日から 3月23 

日までの 22日間という乙とであります。

お諮りいたします。会期を 22日間と定めます乙とに御異議ありません

か。

( r異様なし」と呼ぷ者あり)
0議長(石井 正君) 御異議なしと認めます。よって会期は 3月2日か

ら3月23日までの 22日間と決定いたしました。

会議日程の決定

。議長{石井 正君} 日程第 3、会噂日程の決定を行います。

お諮りいたします。お手元lζ配付いたしました会議日程表は本定例会の

大体の日取りの予定でありますが、議会運営協語会の意見tとより作成いた

しました。本定例会をおおむね乙の会議日程表tとより運びますとともに、

その聞樋案の追加または諸事の都合等によりましてその都度乙れを改める

乙とにして大体乙のようにいたしたいと思います。乙れに御異議ありませ

んか。

( r異趨なし」と呼ぷ者あり)
0議長{石井 正君} 御巣趣なしと認めます。よって会議日程は決定い

-1 0 -



たしました。

議案の上程

O議長(石井 正君) 日程第4、議案第 1号乃至議案第 22号の各議案

を一括して議題とし、乙れより昭和 60年度施政方針並びlζ各議案の提案

理由の説明金求めます。

施政方針並びに提案理由の説明

(市長半海良一君登壇)

0市長(半海良一君) 本目、乙乙'c.3月定例市議会を招集し、昭和 60 
年度一般会計及び特別会計の予算案並びに諸議案につきまして御審議をお

願いする乙とになりましたが、開会tζ 当たり新年度の市政運営lと関する所

信を申し述べ、議員各位の御理解と御協力を燭りたいと存じます。

本年は、昭和 60年代幕開けの年lζ 当たりますが、 21世紀を展望し、

新たな時代にふさわしい「都市たてやま jの基礎を確立すべき重要な年と

考えております。

最近のわが国経済は、世界景気の回復、物価の安定、新たな技術革新の

展開を背景lと業種等による破行性を残しつつも、全体としては順調に推移

し、昭和 60年度も引き続き着実な進展が期待されています。

しかし、大幅な収支不均衡の状態にある国家財政は、高度経済成長期lと

肥大した行財政の減量化と、公債依存はより悪化した財政構造の健全化を

緊急な課題としており、地方においても固に先がけ行政改革を実行し、健

全財政の確立を図ってきたと乙ろでありますが、今後とも強力に推進し、

魅力あるまちづくりにより地域の振興を図る乙とが強く求められておりま

す。

一方、国の全国総合開発計画は、第4次の策定中間報告で、 21世紀の

未来が提起する新たな課題tc.先見的tζ対処していくととの必要性を説いて

おり、高齢化、都市化、技術革新、情報化、国際化などへの対応を課題と

しております。

乙うした申で今、市の将来を展望するとき、県南の地tζ輝かしい未来を

約束する東京湾横断道路への具体的な期待と対策を構想し、さらに、豊か

-1 1 -



な人間性と連帯意識に結ばれた市民とともに、生活と生産の調和を図りな

がら、時代lζ呼応した生活文化を創造し、乙の地で生まれ、育ち、生きて

いく喜びと誇りを感じ得るようなまちづくりを進めていかなくてはならな

いと考えます。

私は、市長に就任して以来 10年、乙の問、市民福祉の向上を急頭lζ教

育文化の振興、生活環境の整備を市政の最大目標としつつ、行財政運営の

合理化を実行し、産業の活性化を図りながら、さらにコミュニティづくり

に力を注ぐ等、人閥単重の精神を基調tc明日のまちづくりに向け、総合的

な対策を実施してまいりました。

迎える昭和 60年度は、国の補助金切り下げ等、厳しい財政環境の申に

ありますが、 「快適なゆとりある生活環境づくり J r健康で思いやりのあ
る地域福祉社会づくり Jr豊かな個性をはぐくむ教育文化の環境づくり j
「地域の発展そ図るための産業の基盤づくり Jを主要施策とし、市民生活

の安全性向上を図り防災行政無線の設置に着手するとともに、館山駅周辺

整備をはじめ、道路、下水路、公園、国道 127号バイパスの促進等都市

施設の整備を重点lζ 、健全財政の維持を図りながら予算を編成いたしまし

た。

また、本年は、館山市総合計画を策定し、 21世紀に向けての施策の方

向を明らかにしていく所存ですが、乙れと並行して、地方公共団体共通の

課題であります、地域の魅力と個性を伸ばし豊かでうるおいのある郷土を、

市民とともに知恵と工夫を出し合いつくる乙とを目的とした「文化行政の

推進J r地域振興対策」について、また、園、県民先がけ対応していかな
くてはならない「高齢者生きがい対策」、さらには、 「行政事務のOA化」

について前年度lζ引き続き内部的lζ研究を進めながら、実施lζ移してまい

りたいと考えております。

以下、主要施策の概要はっきまして順次御説明いたします。

第 1は、快適なゆとりある生活環境づくりでございますが、市民 1人 1

人が安心して楽しく暮らせる、うるおいのある地方文化都市の基礎づくり

として、年次的な整備充実lと努めていると乙ろでございます。

まず、本市最優先施策として早期着工に向け努力しております館山駅周

辺市街地整備でございますが、本年度は、東口地区については権利者の経
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営及び生活設計相談を行い合意形成を図るとともに、再開発の事業化lζ関

しさらに詳細な検討を行うため B調査を実施してまいります。

西口地区につきましては、事業化lζ向け都市計画の決定を目指すととも

に、土地区画整理予定区域及びその周辺市街地の排水対策についてさらに

計画そ進めていく所存でございます。

次lζ 、都市の骨格令形成する道路でございますが、引き続き地域の実情

lζ即した改良、舗装、構築整備を実施し、利便性、安全性等の向上lと努め

るほか、交通体系上のかなめであります国道 121号バイパスの促進、さ

らには、八幡高井線、館山大構の補修等都市計画街路事業につきましでも

積極的に推進してまいる所存でございます。

乙のほか、都市計画事業としまして、本年度は、 56年度から進めてい

た八幡都市下水路が完成いたします。また、南町排水路、北条中央下水路

等の整備を引き続き実施し雨水排水対策の充実を図るとともに、本市観光

拠点である城山公園につきましても市民の憩い、語らう総合都市公園とし

て入口広場、駐車場等整備を実施してまいります。

次lζ 、環境汚接対策についてでございますが、懸念される河川、海域等

公共水域の汚濁防止を図るため、本年度は、汚濁物質の減量化及び浄化対

策について調査研究を実施してまいりたいと考えております。また、当面

の措置として、家庭雑排水の減量、浄化槽の適正な維持管理等はっきまし

て住民の理解、協力を得るため PR'ζ努めるとともに、下水路、側溝等の

清掃により汚換の防止を図る所存でございますが、乙れを強力lと推進する

ため衛生課を改組し、環境生活課を設置する予定です。

防災対策はっきましては、大規槙地震対策を重点区、自主防災組織づく

り、資機材の充実に努めておりますが、本年度は、 3カ年計画で、新規に

防災行政無線の設置に着手し、災害時の情報の伝達、収集と地域防災活動

の円滑化を図ってまいります。

上水道につきましては、未給水地域の解消を目指し、 62年度の給水を

目途tと、館野、九重地区の鉱張事業の認可を得、水源である井戸のさく井

及び棒水場施設の建設を実施してまいります。

次に、市民と行政が分担し合う新しい市民参加のまちづくりを目指し、

市民交流と市民の連帯を図っているコミュニティ活動の推進でございます
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が、現在、コミュニテイは、各地区において多様な地域活動を展開するに

至っており、理想のコミュニティ形成lと向かい着実に歩を進めております。

今後とも各関係行政施策とコミュニティ活動との連携を図りながら、より

良いまちづくりに向け努力を重ねてまいりたいと存じます。

次l乙、第 2は、健康で思いやりのある地域福祉社会づくりでございます。

福祉社会の理想は、子供からお年寄りまで l人 1人が健康で安心して幸

せに生活できる地域社会を創造する乙とはあります。

近年、核家族化や急速な人口構造の高齢化lζ伴い、人々の福祉ニーズも

経済的、物質的福祉の充実から「心の福祉」重視へと質的に変化してきて

おります。

福祉施策は、乙れらを踏まえ、現在の福祉水準をさらに向上させていく

とともに現行施策の質的改善を図っていかなければならないと考えており

ます。

具体的な福祉施策としましては、従来の社会的、経済的lζ弱い立場にあ

る方々への各分野における援護対策の克実に加え、本年度は特lと、高齢化

社会の進行lζ対応するため、在宅独居老人を対象とした災害防止のための

器具の給付並びに高齢者生きがい対策として老人福祉センターにおいて就

労等の相鞍事業を実施いたします。

また、要援護老人対策として、老人ホーム入所判定委員会を設置し、老

人ホーム入所の適正化を図ってまいります。

障害者福祉につきましては、本年 1月lζ槽築が完了いたしました福祉作

業所を拠点とし、障害者の方々の入所を積極的に受け入れその自立助長を

図るとともに、安房郡市広域市町村田事務組合で 60年度からの 2カ年事

業で建設します精神薄弱者の更生施設につきましても積極的に推進してま

いります。

その他、福祉全般をわかりやすくした「福祉のしおり Jを発行し、嘗蒙

を図るとともに地域福祉社会づくりの一助といたしたいと存じます。

なお、御案内のとおり固におきます補助金の切り下げにより本市財政も

極めて厳しい現況でありますが、住民の福祉の低下を招かないよう最大限

の努力をしてまいります。

次に、健康づくり対策でございますが、治療よりも予防、予防よりも健
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康を目標lζ 、総合検診をはじめとする各種検診をさらに充実するとともに、

保健センターを活動拠点とした保健婦による母親学級、育児学級、各種健

康教室及び健慮相談等の実施と家庭訪問を行い、地域における保健推進員

による母子保健、老人保健等の相談業務、食生活改善業務等とあいまって

の総合的な健康管理Iζ努めてまいります。

次lと、第 3は、豊かな個性をはぐくむ教育文化の環境づくりでございま

す。

学校教育につきましては、人格の形成と自主的な精神lζ充ちた心身とも

に健康な児童生徒を育成するため、良好な教育環境を確保し、児童生徒の

個性と能力lζ応じた教育の推進lζ努めてまいりました。

本年度は、富崎小学校屋内運動場、九重小学校校舎及び那古幼稚園園舎

の改築等を実施し、引き続き教育施設の整備充実を図ってまいります。

また、児童生徒の個性や適性lζ応じた指導方法及び内容の改善を図るた

め学習分析システムの多角的な活用を促進するとともに、国際化の進展す

る今日、国際理解と英語教育の充実を図るため引き続き英国人教師の招へ

い等の事業を推進し、より一層教育内容の向上lζ努めてまいります。

社会教育につきましては、経済社会の進展lζ伴いより精神的な兎実を求

める意識の変化や余暇時間の増加により市民のニーズは多様化、高度化し

てきていると乙ろでございます。

乙のため、公民館等の講座を創意工夫するとともに施設相互間の連携を

図り、さらに、本年度は移動図書館を充実し、図書館利用を促進する等、

市民のニーズに即応した学習機会の提供に努め、生涯学習活動を推進し、

市民の連帯意識の高揖と郷土愛の醸成に努めてまいります。

また、文化の振興はっきましては、市民が日常生活の申で気軽はいつで

も優れた芸術文化lζ親しみ、心lとゆとりゃうるおいを感じる豊かな生活を

享受できるよう造形作品の設置、音楽鑑賞機会の提供等の事業を推進し、

文化の日常化lζ努めるほか、貴重な文化遺産を保存活用する博物館の整備

を促進してまいります。

社会体育につきましては、スポーッが健康体力づくりや仲間づくりのた

めに欠かす乙とのできない大切な要素となっている現在、多織化する市民

のニーズlと対応した各種スポーッ教室及び大会を開催し、スポーッの日常
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化を図るとともに、スポーッ団体の育成を図り水準の向上lζ努め、幼児か

ら老人までの生涯健康体力づくりを推進してまいります。また、参加者が

年々増加し定着してきました館山若潮マラソン大会は、温暖で豊かな自然

lζ恵まれた本市の紹介と市民の体力づくり意識の高揚を図るため、本年度

も実施してまいります。

次lこ、第 4は、地域の発展を図るための産業の基盤づくりでございます。

豊かな地域経済は生活lζ活力とうるおいをもたらす基礎であり、経営の

安定、さらには拡大を目指すため、基盤整備等を通じ産業の振興を図る必

要がございます。

まず、農業はっきましては、農産物の安定供給と省力化を進めるため、

土地基盤整備を重点に農道、排水路、ほ場整備を行い、さらには申核農家

の育成、高生産性施設園芸農業等の推進を図ってまいります。

水産業はっきましては、漁港をはじめ乙れに附帯する漁具倉庫、漁船巻

揚機等の施設近代化を図るとともに、魚介類の種苗放流、魚礁の設置を進

め「っくり、育てる漁業j を一層推進し、また、昨年度実施したヒラメの

「養殖事業」に加え「放流事業」を実施し、水産物の効率的かっ需要に即

した生産と供給を図ってまいります。

商業はっきましては、予想される将来の大型庖等の進出lζ伴う商業界の

変化への対応を図るため、商工会議所等の関係団体と連携を保ちながら、

都市再開発事業と歩調を合わせ、近代化tと向けてモデル商居街実施計画の

策定を行い、魅力ある商庖衝の創出を図るなど商業の振興lζ努力してまい

ります。

また、中小企業者lζ対する事業資金の融資を行い商工業の振興を図ると

ともにあわせて勤労者に対する住宅資金等の融資、労働団体への補助を行

い、勤労者の福利厚生tz:努めてまいります。

次lζ 、観光はっきましては、南房総における経済活性化の重点戦略課題

として掻興lζ努めており、風土に適合した施設の整備充実を図り魅力を創

出するとともに、有効な宣伝活動を展開していると乙ろでございます。

本年は、すでに開設した「館山スポーッの里Jを西岬地区へ拡大し、地

場産業との連携を保ちながら多季型観光の展開を目指してまいりたいと考

えております。
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以上の施策を申心といたしまして昭和 60年度一般会計予算の編成を行

いました結果、歳入歳出予算の総額は 93億 56 9 1万円で、前年度当初

予算lζ対し 2億 2.( 8 5万円の減、マイナス 2. 396となっております。

まず、歳入予算の内容についてでございますが、過去の収入実績、圏、

県の制度改正の動向、社会経済情勢など各種資制及び情報lζ基づいて財源

の確保に努めるとともに、新規財源の捕そくに配意し算定いたしました結

果、歳入の柱であります市税では 60年度税制改正、経済情勢等を勘案し、

課税の適正化等を図る乙とにより.(.(億 668万余円を計上、前年度対比

3億 2161万余円、 1. 9 96の増となりましたが、依然として小さい伸

び率であり、その構成比は、 41.196でございます。乙のほか地方議与

税 1健 24 4 4万円、娯楽施設利用税交付金 12 .( 0万円、自動車取得税

交付金 99 3 5万円、固有提供施設等所在市町村助成交付金 61 9 6万円、

交通安全対策特別交付金 1000万円で、交付金につきましでも大きな伸

びは期待できない状況はあります。地方交付税では、国税三税の増収が見

込まれるに加え、国庫補助負担率の引き下げに伴う特別措置及び前年度か

らの繰り越し等から、交付税特別会計借入金利子を控除した交付税交付総

額は、 1O. 9 96の伸びとなりましたが、個々の団体につきましては、そ

の算定の基礎となる基準財政需要額及び基準財政収入額の伸びの状況によ

り相当の差異が生ずるものである乙と等を考慮し積算した結果、特別交付

税 5000万円を含め、 13健 35 0 0万円で前年度に比較して.(. 396 

の増、構成比は 1.(. 3 96でございます。

分担金及び負担金はっきましては、北条、那古地区におけるほ場整備事

業lζ係る農道整備事業分担金 81.(8万円等、総額で 1億 91，( 5万余円、

使用料及び手数料 S億 1.( 6 1万余円、国庫支出金は 9健 25 3 8万余円

で、 2傭 3.( 8 1万余円 2O. 2 96の減となり構成比は 9. 996、県支出

金は 4償 5363万余円で 69 .( 8万余円、 13. 3 96の減となりました

が、園、県支出金につきましては行財政改革の影曹、公共事業費の抑制措

置等を配慮するとともに、特tζ国庫補助負担率の引下げに伴う影響lζ留意

いたしまして関係各梅関と密接な連絡、情報の収集を行い計上いたしまし

た。

財産収入は 6310万余円、寄附金は 1581万余円を予定し、それぞ
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れ計上いたしました。

繰入金につきましては、財政状況の一層厳しい中で防災行政無線整備事

業をはじめ館山駅周辺市街地整備事業、義務教育施設の整備事業等、各般

の施策を推進するため財政調整基金 1傭 8000万円を活用し、弾力的な

運用を図る乙とといたしました。

また、 59年度予想される余剰金から繰越金で 50 0 0万円、諸収入 1

億 94 4 5万余円、市債につきましては、国庫補助負担率の引き下げに伴

い、地方負担の増加額 58 0 0億円について財源措置を講ずる必要が生じ

たため、 4800億円の建設地方債増発が予定されておりますが、将来の

市債の増高と、公債費の抑制lζ意を用い、極力政府関係資金による市債を

予定いたしました結果、財源措置として増発される調整債を含め 8億 13 

7 0万円を見込み前年度対比 3健74 8 0万円、 31. 5 %の減、構成比

では 8. 7 %といたしました。

次lζ 、歳出予算はっきましては、前年度に引き続き一般行政経費におき

まして当然増を除き前年度対比マイナス 5%以上とする等、従来にも増し

て事事事業を見直すと同時に事業の適切な選択に記慮し、行財政の簡素効

率化、経費の節減合理化を推進し、限られた財源の重点的かっ効率的配分

は意を用いまして編成いたしました。

まず、性質別の内容についてでございますが、人件費 27億 14 9 8万

余円を計上、構成比 29. 0 %、物件費 9纏 8775万余円、構成比 10 • 

6%、扶助費 9億 5059万余円、構成比 1O. 2 %、補助費等 7億 75 

4 3万余円、構成比 8. 3 %、普通建設事業費 23億 10 1 7万円で 5億

454 9万円の減、構成比 24. 6 %、公債費は 12傭 48 2 9万余円で

1纏 44 6 5万余円の増、構成比 13. 3 %、その他 3纏 6972万余円

となっております。

以下、目的別内容について各款別にその概要を申し上げます。

第 1款議会費は、議会運営lと要する経費のほか、議会関係の記録等、事

務の合理化を推進するため、政送、録音設備の整備費等総額 1儲 7501 

万余円、前年度対比 1239万余円の増となっております。

第 2款総事費は、一般管理費、文書広報費、企画費、防災、交通関係費、

徴税費と 60年 10月に実施する国勢調査をはじめ各種統計調査費等総額
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で 13檀 99 3 8万余円、前年度対比 3億 65 7 4万円、 35 • 4 %の増、

構成比は 15. 0 %となっております。この増額の主な理由といたしまし

ては、大規模地震等lζ備え、災害発生時の速やかな情報の伝達、収集によ

る民意の安定と、地域防災活動を推進するため 3ヵ年の継続事業により実

施を予定する防災行政無線設置に要する経費及びコミュニティ活動の中核

として利活用されておりますコミュニティセンター西側の未造成地の造成

事業関連経費によるものでございます。

第 3款民生費は、福祉作業所の増築完了lとより障害を持つ方々の自俸助

長を図るための運営費、地域ぐるみ福祉活動費等社会福祉費、高齢化社会

lと対応するための老人福祉対策等老人福祉費、児童福祉費及び生活保護費

で 15億 1339万余円、前年度対比 1395万余円の増、構成比は 16 • 

2%となっております。主な理由は、安房郡市広域市町村圏事務組合で神

戸地区lζ建設を予定しております精神薄弱者更生施設の建設費等に係る負

担金によるものでございます。また、ねたきり老人及び独居老人に対する

福祉の増進を図るため、日常生活用具はっきまして増額措置をいたしまし

た。

第 4款衛生費は、 3カ年継続事業で実施してまいりました清掃センター

の完成lとよりまして、旧施設であります正木衛生処理場の解体撤去工事費

で 15 0 0万円、また、最終処分場の施設整備の一環といたしまして、本

年度は、搬入道路の舗装及び側溝整備費として 1000万円をそれぞれ計

上するとともに、国の繰出基準等tと基づく水道事業特別会計及び三芳水道

企業団への繰出金、負担金として 9876万余円、乳幼児医療給付費、健

康の保持増進対策といたしまして、保健センターを拠点とした乳幼児から

高齢者lζ至るまで生涯を通じての幅広い健康管理と保慢の推進を図り、健

康で明るい市民生活の確保lζ向け総合的な保健体制確立のため、 59年度

実施いたしました 5地区に加えまして、北条、館山地区の総合検診事業を

はじめ、各種健康診査及び予防接種、結核、がんの検診等事業費、し尿及

びじん芥処理の両施設の維持管理費等で総額 8億 97 7 7万余円、前年度

対比 8傭 34万余円、 47. 1 %の減、構成比は 9. 6 %となっておりま

す。

減額の主な理由といたしましては、重点指策として推進してまいりまし

-1 9 -



た清掃センタ一、清掃事事所及び最健処分場等一連の生活環境整備事業の

完成によるものでございます。

第 5款労働費は、勤労者厚生対策預託金、各種勤労者団体への補助金等、

勤労者の福利厚生の増進を図るための経費として 801万余円を計上いた

しました。

第 6款農林水産業費は、農業費として、農用地の有効利用と合わせ経営

規模の拡大及び技術の改善を推進し、生産性の高い農業の確立を図るため、

いちと水耕栽培プラント導入事業、ほ場整備事業、小規模土地改良事業等

の投資的経費lと対しての補助金を計上するとともに、基盤整備のより充実

を図るため、幹線農道整備事業のほか、育成牧場関係費、農業用施設等補

修用材斜費等を計上いたしました。

林業費として、洲崎御手洗山治山事業tζ係る経費を、水産業費といたし

ましては、水産物の安定的供給及び水産資源の開発を図るため、申間育成

用築磯事業、魚礁設置事業をはじめ増養殖場造成改良事業、漁船、漁業近

代化施設整備事業等について各事業主体に対する補助金を、また、下原番

地区漁港、洲崎漁港、波左間漁港をはじめとする市管理漁港の整備、船形

漁港及び富崎漁港の県営漁港建設事業負担金等、水産振興対策の基盤とな

る漁港施設の整備充実と、っくり育てる漁業を一層推進するための経費を

計上いたしまして、農林水産業費総額で 5健 36 4 3万余円、前年度対比

4 285万余円、 7.496の減、構成比は 5. 796となっております。減

額の主な理由といたしましては、農業費におきまして、 5カ年計画で実施

してまいりました農免道路整備事業の完了tとより、また、水産業費におき

まして、相浜漁港lζ建設をいたしました荷きぱき施設に係る流通等改善施

設整備事業及びヒラメ養殖パイロット事業民対する補助金のそれぞれ減額

によるものでございます。

第 7款商工費は、多種化する消費動向lζ対応すべく、商庖街近代化tζ向

けての実施計画策定事業等、商工業の推進及び中小企業の振興を図るため

の各種補助金、中小企業融資預託金等を計上いたしました。また、観光費

につきましては、多季型観光地として推進を図るため既設施設の有効な利

活用と合わせ、観光振興と地域活性化対策の一環として、山本地区iζ加え

て西岬見物地内lζ設置を予定する館山スポーッの里施設整備事業費、各種
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観光行事への補助金及び海水浴場関連経費等を計上いたしまして、商工費

総額で 1億 9156万余円、前年度対比 55 0 8万余円、 4O. 4 %の増

となっております。主な理由といたしましては、館山スポーッの里づくり

に係る館山市観光振興事業補助金 55 0 0万円によるものでございます。

第 8款土木費は、快適な生活環境及び都市形態の充実を図るため、館山

駅周辺市街地整備をはじめバイパス建設の促進を含め、道路交通網の整備

のほか、都市下水路整備、道路新設改良及び維持補修費、河川排水路及び

港湾整備費、館山駅東地区再開発lと伴う調査費及び整備用地等購入費、都

市計画街路整備費及び街路用地膚入費、また、観光の拠点として、市民の

憩いの場としての城山公園、申央公園等、公園整備費、館山運動公園整備

に係る負担金等で、総額 14儲 5477万余円で前年度対比 290万余同

の減、構成比は 15. 5 96となっております。

増額の主な内容といたしましては、橋梁費で 19 1 5万円、都市計画総

事費で 1億 21 1 6万余円、乙れは市街地再開発I乙伴う調査費及び事業推

進lと必要な用地等購入費等によるものでございます。また、減額の主な内

容といたしましては、道路橋梁総君臨費で 28 8 9万円、都市下水路費で下

水路工事費及び地域排水路整備事業に伴う負担金等で 4191万余円、公

園費では、城山公園整備事業費及び館山運動公園整備事業負担金等で 64 

6 7万余円でございますが、都市下水路費、公園費につきましては、国庫

補助金の抑制により事業費が錨滅される見込みによるものでございます。

第 9款消防費は、年次的lζ整備を進めております防火水槽の建設及び修

纏費、消防自動車癖入費等消防施設の整備、充実を図るとともに消防団関

係経費、広域消防に係る負担金等で総額 3健 77 5 4万余円、前年度対比

1 4 9 0万余円の増、構成比で 4. 096となっております。

第 10款教育費につきましては、従来から教育環境の向上を推進するた

め、年次的iζ教育諸施設の整備充実に意を用いてまいりましたが、本年度

lζおきましては、小学校費で九重小学校校舎改築事業費及び富崎小学校屋

内運動場改築事業費のほか施設の維持管理lと要する経費を、幼稚園費では、

郵古幼稚園園舎改築事業費及び前年度完成をいたしました館山幼稚園につ

きまして、本年度より 2カ年を予定して通園用道路の整備を実施する乙と

に伴う道路用地購入費等を計上いたしました。
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社会教育費では、公民館をはじめ諸施設の有効利用を推進するため、生

涯教育講座をはじめ各種文化教養講座の開艦、図書館図書の充実及び図書

館のサービス拡大のため移動図書館車の購入、博物館展示資料購入及び施

設の維持管理等の経費を、また、保健体育費では、健康、体力づくりの基

本となるスポーッの振興を図るため、若潮マラソン大会貨をはじめ社会体

育の振興と社会体育施設の維持管理lζ必要な経費を計上いたしまして、教

育費総額で 14億 78 2 8万余円、前年度対比 28 9 0万余円の増、構成

比では 15. 8 %となっております。

主な内容といたしましては、小学校建設費で 6971万余円、幼稚園建

設費で 6721万余円をそれぞれ増額し、減額といたしましては、小学校

の学校管理費で館野小学校用地購入費等はより 7455万余円、社会教育

総務費で 59 1 4万円、乙れは西岬西地区公民館の完成によるものでござ

います。

第 11款災害復旧費は、農業施設災害復旧費等で 500万余円、前年度

対比 500万余円の減となっております。

第 12款公償責は、 12纏 4848万円で前年度対比 1傭 44 6 8万余

円の増、構成比で 13. 3 %となっております。

第 13款諸支出金は 5130万円、第 14款予備費は、前年度同額の 2

000万円をそれぞれ計上いたしました。

以上、一般会計当初予算lζ計上いたしました内容の概要について御説明

申し上げましたが、引き続き予想される厳しい財政状況下で、今後の補正

財源として特別交付税、前年度操越金等がございますが、乙れらはっきま

しては当初予測できなかった事務事業、また、職員の給与改定が実施され

た場合等、今後の追加需要財源に充てたいと考えておちます。

次lと、継続費といたしまして、本年度より 3ヵ年で実施を予定しており

ます防災行政無線整備事業費について設定し、債15負担行為といたしまし

ては、館山市農業協同組合が、農道整備貴金として農林漁業金融公庫から

融資を受けた借入金の償還に対する補助について設定いたしました。

地方債といたしましては、防災行政無線整備事業のほか 10件、また、

歳計現金の一時不足に備えて一時借入金の最高限度額を 10纏円と定める

乙とといたしました。
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以上が議案第 1号の概要でございますが、次lと、議案第 2号から照次そ

の概要を申し上げます。

まず、議案第 2号昭和 60年度館山市国民健康保健特別会計予算につい

てでございますが、前年度に退職者医療制度の新設や国庫補助率の引き下

げがございましたので乙れらを考恵するとともに、老人保健拠出金及び診

療費の増高を見込み、歳入はっきましては財政調整基金の一部を活用いた

しまして、歳入歳出それぞれ 24億 2750万余円を計上いたしました。

なお、国民健康保険税につきましては、本算定まで流動的な要素もござい

ますので、今後十分な検討を加えてまいりたいと考えております。

次lと、議案第 3号昭和 60年度館山市老人保健特別会計予算でございま

すが、老人医療の受診率等 59年度の実績を勘案いたしましで、歳入載出

それぞれ 21億 3079万余円を計上いたしました。

次lζ 、議案第 4号昭和 60年度館山市と畜場特別会計予算でとぎいます

が、 6ヵ月の休場措置に伴う予算緬成をいたしまして、地方債の繰上償還

に係る公債費を含め、歳入歳出それぞれ 660万余円を計上いたしました。

次lと、議案第 5号昭和 60年度館山市ユースホステル特別会計予算でご

ざいますが、運営経費として、歳入歳出それぞれ 2401万余円を計上い

たしました。

次lζ 、議案第 6号昭和 60年度館山市学童災害共済事業特別会計予算で

ございますが、歳入歳出それぞれ 216万余円を計上いたしました。

次lζ 、議案第 7号昭和 60年度館山市水道事業特別会計予算でございま

すが、収益的収入はっきましては、水道斜金、手数料等で 5億 8621万

余円、乙れに対し収益的支出として、営業費用、企業債利息等で 5億 71 

1 9万円を、費本的収入といたしまして、一般会計からの出資金及び加入

者分担金等で 85 2 6万余円、資本的支出といたしまして、建設改良費等

工事費、企業債償還金等で 4儲 32 2 3万余円をそれぞれ計上いたしまし

た。

本年度事業の主なものといたしましては、九重地区のさく井及び拡張事

業の実施設計、海水施設の建設等でございます。

次lζ 、語寮第 8号昭和 60年度館山市国民宿舎事業特別会計予算でござ

いますが、収益的収入につきましては、宿泊制金等で 2億 1139万余円、
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収益的支出として、営業費用、企業債利息等で 2健 1139万余円、資本

的支出はっきましては、企業債償還金で 1608万余円を計上いたしまし

た。

以上、各会計の昭和 60年度予算の概要につきまして御説明申し上げま

したが、一般会計及び特別会計予算規模は 151健 78 9 5万余円でござ

います。

次lと、議案第 9号安房郡市広域市町村園事務組合規約の一部を改正する

規約の制定lと関する協議についてでございますが、規約申、組合が共同処

理する事務のうち、不燃物処理施設関係の事務を廃止し、新たに粗大ごみ

処理施設関係の事務及び精神薄弱者更生施設への助成に関する事務を追加

する乙とはっきまして、安房郡市広域市町村田事務組合理事長より協議が

あったものでございます。

次lと、議案第 10号国民健康保険山武郡南病院組合を千葉県市町村公平

委員会から除くこと及び千葉県市町村公平委員会共開設置規約の一部を改

正する規約の制定に関する協議についてでございますが、千葉県市町村総

合事務組合長より、千葉県市町村公平委員会共同設置団体の国民健康保険

山武郡南病院組合が昭和 60年 3月 31日付をもって解散する旨届出があ

ったので、同病院組合を共開設置団体から除くとと及び共開設置規約の一

部を改正する乙とについて協議があったものでございます。

次tと、譜案第 11号非常勤の特別職の職員tζ係る報酬及び費用弁償lと関

する条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、各種行政

委員会等の委員及びその他の特別職の現行の報酬額は昭和 57年 4月lζ改

定したもので、その後、諸物価の上昇、県内各市との均衡等を考慮いたし

まして、昭和 60年4月 1日から報酬額を改定しようとするものでござい

ます。

また、図書館長の項につきましては、乙れを廃止し、行政事務婿託員を

新たに非常勤特別職として加えようとするものでございます。

次lと、議案第 12号館山市市税条例の一部を改正する条例の制定につい

てでございますが、地方税法及び固有資産等所在市町村交付金及び納付金

tζ関する法律の一部を改正する法律案が昨年 12月国会において可決、同

月 25日公布、昭和 60年 4月 1日から施行される乙ととなりましたので、
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館山市市税条例も乙の法律lとあわせて改正しようとするものでございます。

改正の内容でございますが、日本専売公社が日本たぱ乙産業株式会社tζ

改組され、経営形態が変更されますので、乙れに基づき市たぱ乙消費税の

条文を全面的に改正しようとするものでございます。なお、詳細につきま

しては、説明資斜lとより御了承賜りたいと存じます。

次lと、議案第 13号字の区域及び名称の変更についてでございますが、

乙れは、県営ほ場整備事業の一環として、土地改良法第 85条第 1項の規

定はより事業を施行し、完了いたしましたので、地方自治法第 260条第

1項の規定lとより、字の区域及び名称を変更しようとするものでございま

す。その区域及び名称は、館山市大字稿及び三子の各一部でと‘ぎいます 8

なお、詳細はっきましては、説明資料lとより御了意賜iJt:::ぃ正事ち士する

次lζ、議案第 14号館山市教育兼務職員の給与等に関する条例の一部金

改正する条例の制定についてでございますが、近隣市町村との均衡等を考

慮いたしまして、昭和 60年 4月 1日から幼稚園長兼膏手当の績を改定む

ようとするものでございます。

次lζ、議案第 15号館山市消防団条例の一部を改正する条例の制定につ

いてでございますが、団員の報酬績はっきましては、現行の報酬額は昭和

5 1年 4月に改定したもので、その後、諸物価の上昇、近鶴市町村との均

衡等を考慮いたしまして、昭和 60年 4月 1日から報酬額を改定しようと

するものでございます。

次lζ 、譜寮第 16号館山市洲崎御手洗山治山事業分担金徴収条例の制定

についてでございますが、降雨により、市内洲崎地区内の御手洗山斜面が

崩壊する被害がありましたので、その修復工事を県の補助を受けて実施す

る乙とに伴う受益者の負担について、新たに分担金徴収条例金制定しよう

とするものでございます。

次iζ 、議案第 11号農作物冷害対策経営資金利子補給及び損失補償の負

担lζ関する条例を廃止する条例の制定についてでございますが、乙の条例

の基礎となる千葉県農作物経営資金融通条例が昭和 45年lζ廃止され、本

市の乙の条例につきましては、実質的に効力がなくなっているので廃止し

ようとするものでございます。

次tζ 、議案第 18号館山市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制
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定についてでございますが、現行の水道斜金につきましては、昭和 55年

5月比改定して以来据え置いてまいりましたが、その後、諸物価等の上昇、

さらには、今後の効率的な事業運営と安定した給水を図るため、本年 1月

水道料金等の改定について水道事業審議会lζ諮問、その答申に基づき、今

回、水道料金及び加入者分担金をそれぞれ改正しようとするもので、水道

桝金の改正規定は、昭和 60年 5月検針の日から、分担金の改正規定は、

昭和 60年 4月 1日から施行しようとするものでございます。

次lと、議案第 19号昭和 59年度館山市一般会計補正予算(第 5号)で

ございますが、歳入歳出予算の補正といたしまして歳入歳出それぞれ 54 

1 4万 70 0 0円を追加し、総額 99億 10 9 3万 70 0 0円としようと

するものでございます。

歳出予算の追加の主なものといたしましては、総務費につきまして、赤

字地方パス路線を維持するための補助金として 577万 1000円、 60 

年度造成工事を予定しておりますコミュニティセンター西側の用地購入費

として 1憾 8101万 10 0 0円、民生費はっきまして、社会福祉振興基

金助成金で 400万円、これは館山市社会福祉協議会が、社会福祉事業の

振興と円滑な運営を行うため設置した館山市社会福祉振興基金lζ対し、基

金づくりの醸成を図るため、助成しようとするものでございます。また、

老人医療費lζ対する支払い基金及び国庫負担金の追加交付が翌年度精算と

なることに伴い、一般会計で一時補てんするため、老人保健特別会計への

鰻出金 35 1 7万 30 0 0円、衛生費はっきまして、館山市環境保全公社

補助金 351万円、異常気象による渇水対策iζ伴い水道費用が増加したた

め、三芳水道企業団負担金の追加負担として 18 1 6万 50 0 0円、教育

費はっきまして、 9月補正でお願いいたしました館野小学校用地造成工事

lζ伴う排水路護岸工事負担金で 14 0万円、公債費はっきまして、土木債

に係る償還金で、借入金融機関の変更により償還回数が年 1固から 2固と

なった乙と等はより地方債利子で 223万 6000円、また、諸支出金は

っきましては、財政調整基金積立金 14 3 3万円、土地開発基金繰出金 1

8万 80 0 0円、乙れは基金運用利子相当分を基金へ繰り出すものでござ

います。

歳出予算の減額といたしましては、議会費につきまして、議員報酬の改
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定実施年度の変更により 213万円、民生費はっきまして、社会福祉総事

費では、身体障害者施設収容援護扶助費、重度障害者等福祉手当で、措置

人員の減等lとより 14 6万 10 0 0円、老人福祉総務費では、老人ホーム

収容者の減少等lとより老人ホーム収容措置扶助費で 420万 80 0 0円、

保育所費では、臨時職員賃金で育児休業がなかった乙と及び産休保母の減

lとより 206万 4000円、生活保護費では、生活扶助費、医療扶助費等、

法助費総額で 1950万 6000円、乙れらは扶助対象人員の減少による

ものでございます。

衛生費につきまして、予防費で、がん検診のほか各種検診事業委託料で

受診者の減lとより 480万円、じん芥処理費では、清掃センターの穣働lと

より消耗品費、燃斜費、光熱水費等で 14 2 2万 50 0 0円、ごみ処理場

の埋立地掘削及び整地lζ係る自動車借上料で 394万 30 0 0円、埋立地

権入道路及び正木衛生処理場の整備に係る原材料費で 92万 5000円、

また、正木衛生処理場門扉等移設工事でございますが、国道 121号パイ

バス建設事業の実施年度が変更された乙とにより 195万円、し原処理費

では、衛生センターに係る消耗品費及び燃料費で 1000万円、清掃セン

ター建設費では、 10 3万 1000円、乙れは造園工事請負賓の入札残に

よるものでございます。

農林水産業費はっきまして、農業振興費では、対象面積の誠により農用

地流動化奨励交付金で 114万円、農地費では、農道整備事業委託料で事

業費の減により 388万円、農道整備事業負担金で 552万 80 0 0円、

これは県から借受主体に対し直接利子補給された乙とによるものでござい

ます。水産業振興費では、ヒラメ養殖パイロット事業補助金で事業費の減

lこより 150万円、漁港管理費では、下原漁港防波堤嵩上工事の事業量の

変更により工事講負費で 300万円、土木費につきまして、道路整備事業

費では、道路台帳作成委託斜で入札残により 191万円、県道改良工事の

事業費の減lζ より負担金で 190万円、河川費では、かにた川改修計画の

調査内容の変更により委託料で 195万円、港湾費では、館山港修築工事

lζ伴う事業費の減tとより負担金で 926万 8000円、都市計画街路費で

は、八幡高井線及び国道 121号バイパス用地の買収境界線変更により街

路用地購入費で 101万円、都市下水路費では、八幡都市下水路、 jじ条申
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!k 水路等、工事請負費で 38 0 6万 4000円、それぞれ対象事業費の

減、事業量の変更等によるものでございます。また、地域排水路整備に係

る用地購入費で工法変更に伴う購入面積の変更により 686万 1000円、

対象事業費の減により負担金で 1300万円、公園費では、城山公園整備

費 74 5万40 0 0円、諏訪山公園整備費 510万円、それぞれ工事請負

費におきまして、補助対象額の変更及び工事内容等の変更によるものでご

ざいます。館山運動公園整備事業では、対象事業費の減額lとより負担金で

1 680万円、消防費はっきましては、消火栓新設等負担金で 131万 7

000円、乙れは、市営水道の配水管布設が延期された乙と等によるもの

でございます。

教育費はっきまして、教育振興費で、要保護及び準要保護の支給対象児

童の減lとより援助費で 159万 5000円、学校建設費では、那古小学校

校舎増築事業費の入札残はより 24 9万 8000円、以上が減額の主なも

のでございます。

乙の補正財源につきましては、地方交付税、財産収入、繰越金、市債等

で 1健 28 6 6万 90 0 0円の追加により充当しようとするものでござい

ます。なお、園、県支出金、分担金及び負担金等で 74 5 2万 2000円

の減額がございます。

乙のほかに、清掃センターの造園工事の減績は伴う継続費の補正、都市

計画街路工事請負費tζ係る債務負担行為の廃止及び福祉作業所増築事業ほ

か 16事業について、地方債の補正をお願いするものでございます。

次lζ 、繕案第 20号昭和 59年度館山市国民償康保険特別会計補正予算

(第4号)でございますが、歳入歳出それぞれ 24 2 3万円を追加し、総

額 22億 88 0 2万 10 0 0円としようとするものでございます。

歳出といたしまして、今後の受診医療費の増を見込み保険給付費で 35 

o 0万円、また、老人保憧拠出金では、当初見込みより老人医療費が少な
かった乙とにより 1169万 90 0 0円の減額でございます。

歳入といたしましては、国庫負担金はっきまして療養給付費等負担金で

855万 60 0 0円を増額し、その他補正財源といたしましては、繰越金

等をもって充てようとするものでございます。

次lζ 、議案第 21号館山市老人保健特別会計補正予算(第 2号)でござ
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いますが、歳入歳出それぞれ 57 5 4-万 90 0 0円を追加し、総額 18億

5 2 1 9万 60 0 0円としようとするものでございます。

歳出といたしまして、医療給付費で受診医療単価が当初見込みを上回っ

た乙とにより 58 0 2万 90 0 0円の増額をしようとするものでございま

す。

歳入といたしましては、支払基金交付金、園、県負担金で 22 3 7万 6

000円を増額し、その他補正財源といたしまして、議案第 19号で御説

明いたしました一般会計からの繰入金 35 1 7万 30 0 0円をもって充て

ようとするものでございます。

次lζ 、議案第 22号昭和 59年度館山市水道事業特別会計補正予算{第

1号)でございますが、資本的支出を 2074-万円減額し、総額 1億 15 

6 6万 60 0 0円にしようとするもので、その内容といたしましτは、県
道犬石、佐野聞の配水管布設に伴う舗装工事を 60年度実施lζ変更いたし

ました乙とにより、県道舗装工事負担金の減額をするものでとぎいます。

以上が、今回提案いたしました議案の概要でございますが、議案第 9号

iζつきましては、安房郡市広域市町村園事務組合におきまして、県知事の

許可を受ける関係から 3月 20日までに議決を要しますので、先議をお願

いしたいと存じます。

次lζ 、乙の際当面する諸問題はっきまして報告申し上げます。

まず、エヌ・エム・ピーセミコンダクターの工場進出につきましては、

積極的な御協力をいただきましたが、その後の経過は御案内のとおり昨年

八月に開発許可があって以降、順調に工事は進捗し、本年 3月lζ は当初の

計画どおり完成し、試運転後 5月から本格的な操業開始の予定と伺ってお

りますので、とりあえず御報告申し上げます。

次lζ 、道路交通網の整備でございますが、地域住民の理解と協力を得な

がら進めております国道 127号館山バイパスにつきましては、すでに 6

2%の用地買収を縫え、約 2~þ の工事が施行される等頗調 lζ 進展しており

ます。六十年度は、平久里川以南の用地買収を積極的tζ進めるとともに、

本路線の早期完成及び国道 127号バイパス並びに国道4-1 0号の整備促

進を園、県lζ働きかけてまいる所存でございます。

次lζ 、大規模小売庖舗の出庖問題についてでございますが、 58年 2月
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以来、第 2次商業活動調整協議会において慎重な審議がなされており、前

年 12月には、委員の任期を延長し結審まで引き続き審議を継続すること

になったと乙ろでございます。本市も特別委員として参画しておりますが、

地域商業の総合的な発展あるいは、改善が図られるよう配慮するとともに、

市街地整備との調整を図る観点から対処してまいる所存でございます。

以上、私の所信と乙のたび提案いたしました案件の概要を説明いたしま

すとともに、当面の諸問題について報告いたしましたが、詳細はっきまし

ては、御質問lζ応じ、私文は事務担当者からお答えいたしたいと存じます。

なお、乙の会期申lと追加議案といたしまして、館山市固定資産評価審査

委員会委員の選任について審議をお願いする予定でございます。

よろしく御審議くださるようお願い申し上げます。

。議長(石井 正君) 以上で、施政方針並びに各議案の提案理由の説明

を終わります。

延 会午前 11時 10分

。議長(石井 正君} お諮 hいたします。

本自の会議は乙れにて延会いたしたいと思います。乙れに御異議ありま

せんか。

( r異議なし」と呼ぷ者あり)
O議長(石井 正君) 御異議なしと認めます。

よって、本日は乙れにて延会する乙とに決しました。

なお、明 3月 3日から 7日まで議案調査のため休会、次会は 3月 8日午

前 10時開会とし、その議事は通告による行政一般質問を行います。

この際、申し上げます。行政一般通告質問の締め切りは 3月 5日正午ま

ででありますので、申し添えます。

0本日の会議lζ付した事件

1 会議録署名議員の指名

1 会期の決定

1 会議日程の決定

1 議案第 1号乃至議案第 22号
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